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右
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叉
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滑
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ノ
芽
萌
チ
浮
遊

セ

シ

タ

ル

水
二
百
五
十
立
方
仙

迷
チ
作
リ
之
チ
井
水
二
混
和

瞼
査
セ
シ
ニ
窒
扶
斯
菌
ハ
只
む
。
×
蒙
時
間
之
チ
証
明
ス
ル
チ
但

タ

リ
キ
第
四
試
験
二
在
リ
テ
ハ
五
ノ
「
ゲ
ラ
チ
ソ
し
培
養
二
由

テ製
シ
タ
ル
水
百
立
方
仙
迷
（
一
立
方
蜥
迷
中
二
、
一
〇
〇
、



9
3

｛
　
　
　
⑲
　
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

○
○
ノ
芽
萌
チ
存
ズ
）
チ
井
水
二
加
ヘ
テ
試
験
セ
シ
ニ
ニ
十
四

時間
ノ
後
更
二
窒
扶
斯
菌
チ
証
明
ス
〃
寸
チ
得
サ
リ
シ
ト
云
フ

（
第
二
）
地
中
二
於
ケ
ル
窒
扶
斯
ノ
關
係
（
巴
。
P
分
同
b
Φ
ユ
゜
Φ
図
駕
ゴ

。完
、
呂
真
零
許
9
H
ら
゜
°
。
°
。
）

窒
扶斯
ト
水
ノ
關
係
二
就
テ
ハ
既
二
傳
染
病
學
上
及
流
行
病
上

ノ
材
料
二
富
ミ
且
諸
大
家
ノ
研
究
ハ
】
致
シ
タ
ル
成
績
チ
與
へ

丁
ト
讐
室
扶
斯
菌
主
地
ノ
關
係
毒
ア
ハ
只
地
下
水
ノ

一

．

上下
二
付
キ
帥
、
チ
其
地
水
層
深
キ
片
ハ
窒
扶
斯
ノ
　
磯
病
チ
促
ス

者
ナ

ル
寸
チ
知
了
セ
ル
ノ
ミ
其
深
遠
ナ
〃
看
察
二
至
リ
テ
ハ
未

　
タ
試
験
上
＝
満
是
ス
ヘ
キ
結
果
チ
得
サ
〃
力
如
…
シ

窒
扶
斯
ト
土
地
ノ
關
係
二
付
キ
グ
ラ
ソ
ヘ
ル
及
デ
シ
ャ
ン
プ
ス

舎
昌
合
鶏
担
O
①
。
・
c
9
日
百
ノ
両
氏
ハ
試
験
上
左
ノ
問
題
チ
研
究

セリ（
一
）土
地
表面
二
來
リ
シ
窒
扶
斯
菌
ハ
深
ク
地
中
二
入
リ
地
水

　
　暦
二
達
シ
得
ル
者
ナ
ル
ヤ

（二
）
幾
何
時
問
地
中
二
於
テ
蚕
育
作
用
チ
保
チ
得
ル
ヤ

（一一
一
）窒
扶
菌
ハ
地
中
ヨ
リ
、
地
上
二
聚
生
セ
ル
野
菜
中
二
入
リ

　
　
得
ル
者
ナ
リ
ヤ

（
一
）（二
）
ノ
悶
開
題
二
付
テ
ハ
官
回
二
、
四
迷
一
突
臼
掲
直
径
十
七
仙
迷

ノ
三
箇
ノ
亜
鉛
圓
埼
チ
作
リ
其
側
方
ニ
ハ
ニ
十
仙
迷
毎
↓
ニ
ノ
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

［
開
閉
シ
得
ヘ
キ
小
孔
チ
設
ク
其
中
ニ
ハ
土
チ
充
タ
シ
一
部
ハ
髪
一

一二三
部
ハ
轡
シ
テ
充
填
シ
其
上
ヨ
リ
蓑
斯
菌
ノ
竃
セ

ル

液
チ
灌
キ
更
三
二
管
共
二
異
種
ノ
液
チ
注
キ
藪
日
ー
数
周
チ

経
テ

其上
工
滑
毒
シ
タ
ル
水
チ
摘
注
シ
テ
験
査
セ
シ
ニ
土
層
ナ

通
ノ
流
下
シ
タ
ル
水
中
二
於
テ
ハ
更
二
窒
扶
斯
菌
チ
聚
見
セ
サ

リ
キ
叉
側
方
ノ
孔
ヨ
リ
各
土
塊
チ
出
シ
之
チ
瞼
セ
シ
ニ
地
中
四
一

十
仙迷
ノ
深
サ
ニ
至
ル
迄
ハ
窒
扶
斯
菌
能
ク
進
入
シ
タ
ル
モ
ノ

、
・
如
シ
其
他
窒
扶
斯
菌
生
活
ノ
持
績
チ
論
ぽ
セ
シ
ニ
該
地
層
中
二

於
一
ア
ハ
五
ケ
月
宇
ノ
霧
ホ
生
活
力
チ
有
ズ
ル
チ
証
明
セ
リ
　

（三
）
ノ
問
題
チ
解
セ
ン
カ
爲
メ
土
チ
充
タ
シ
タ
ル
箱
二
於
テ
大
一

l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
ー
‘
ー
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
一

抄

鎌
）
窒
扶
斯
菌
二
關
ス
ル
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
＋
三



3
4

（
抄
　録
）
　
悪
性
水
腫
二
就
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
十
四

根
、
萬
葺
力
・
．
一
ア
ソ
L
等
ノ
箪
チ
謹
シ
藷
柔
タ
旦

　
チ
㌔
汲
ラ
サ
ル
　
ニ
ル
兀
チ
窒
扶
斯
菌
⊇
プ
浮
遊
｝
セ
シ
メ
タ
ル
為
小
チ
…
催
注

シ

又同
時
二
箱
中
・
土
二
搭
慨
セ
リ
而
ノ
援
生
シ
タ
〃
野
茱
二

一
曾
ア
璽
シ
曇
中
ニ
ハ
蓼
扶
菌
讐
一
禦
ノ
有
機
雀
チ

存
在
七
サ
リ
キ
依
テ
他
ノ
土
地
二
蚕
生
シ
タ
ル
野
采
ハ
充
舜
清

識鞭シ得
タ
ル
」
者
ナ
ル
コ
チ
謹
明
セ
リ

　
　
　
◎
悪
性
永腫
二
就
テ
（
東
京
警
學
曾
第
三
同
総
禽
）

帝
⊇
幽
大
嵐
●
識
師
四
ド
ク
ト
ル
、
ス
ク
リ
バ
氏
ハ
】
H
本
二
於
ケ
ル
距
心

性
泳
腫
報告
ノ
高
矢
ナ
リ
ト
シ
テ
ニ
例
〉
公
一
一
セ
リ
　
　
　
　
～

第
一
由
心
者
ハ
頸
部
膿
瘍
切
開
後
悪
塞
戦
櫟
銃
…
　
彼
中
等
チ
ロ
エ
シ
閲
誤
一

部
腫
脹
シ爾
ル
・
二
捻
髪
音
チ
褒
シ
留
骨
部
ノ
後
二
歴
重
ノ
自
・

蔓
ア
リ
其
部
ノ
皮
膚
ハ
健
全
ナ
ル
モ
厘
ス
レ
ハ
重
戚
増
加
セ
リ

依
テ
悪
性
氷
腫
ニ
ノ
縦
隔
洞
チ
侵
七
シ
モ
ノ
ト
シ
●
泌
物
チ
膠

質
榮
養
基
二
接
種
シ
タ
ル
ニ
瓦
斯
チ
蔭
シ
氣
胞
チ
螢
爲
ス
ル
寸

静騨
常
亜
禦
性
［
水
扉
腿
ノ
粁
櫃
菌
ノ
，
期
ク
ナ
ル
モ
氣
胞
ノ
形
歎
煽
示
†
蹴
酬

殻状
ニ
ノ
球
歌
ナ
ラ
ズ
氏
力
歓
州
ヨ
リ
實
シ
タ
〃
菌
ニ
ー
6
ノ
細

ジ万
ナ
リ
シ
ト
後
患
者
死
亡
シ
剖
見
チ
行
ヒ
シ
ニ
頸
部
気
腫
ノ
浸

一漫甚
シ
ク
延
テ
横
隔
膜
二
及
ヘ
リ
藏
二
数
週
チ
閲
ノ
第
二
患
者

　

一ハ

是
部
外傷
ノ
爲
二
入
院
シ
前
患
者
ト
同
室
昌
投
シ
悪
寒
戦
懐

　…銚
㌍
殺
中
等
チ
ロ
エ
シ
氣
腫
性
捻
髪
丘
日
ハ
大
腺
　
’
上
部
二
霞
W
延
シ
下
脚

｝～
ノ
宇
ハ
壊
疽
二
陥
リ
タ
ル
モ
分
詰
線
チ
生
ノ
全
治
セ
リ

元
ハ
以
上
二
例
二
由
テ
常
二
載
標
〉
以
テ
初
リ
舌
ハ
苔
チ
被
リ

「

（
艮
経
過
チ取
ル
ヤ
灘
潤
ス
）
一
氣
腫
速
二
窩
⇒
延
シ
テ
賑
…
癬
∵
一
ハ

亘
有
ノ
曇
菟
ス
云
々
叉
氏
ハ
縦
隔
洞
燃
衝
ノ
疑
ア
ル
際
胸

…骨
違
シ
テ
竃
ノ
増
加
ス
ル
ハ
該
疑
診
チ
解
ク
ノ
診
鷺
兆

…
一

候
ナ
リ
ト

｝終
リ
ニ
氏
ハ
近
時
人
ノ
稀
賛
ス
〃
「
巳
オ
ク
タ
ニ
ン
」
ハ
其
砒
石

三
合
マ
サ
ル
以
上
ハ
全
ク
無
害
ニ
ノ
蛋
白
質
チ
凝
固
セ
ス
以
テ

F
症
鳶
用
賛
奇
摯
萎
〃
ナ
ラ
シ
ー
云
；

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｝　
（
呈
三
項
）
　
ミ
生
抄
鋸
一

，
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
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5 演

．
ー
’
i
ー
‘
ー
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
「
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
◎
必
魯
加
党
品
二
就
テ

「老
」
夢
。
弍
。
。
尊
氏
ハ
不
艮
ノ
疾
病
二
原
因
治
サ
ル
三
十
人
ノ
責
胆

一
患
者
三
ピ
。
カ
ル
ピ
シ
L
チ
用
一
ア
常
長
効
チ
得
タ
リ
氏
ノ
経

…瞼
這
レ
ハ
＋
日
乃
至
＋
二
日
問
之
．
チ
讃
シ
一
ア
効
ナ
キ
者

㌃
虚
ノ
者
ハ
不
定
ノ
コ
ア
チ
ブ
。
ミ
ご
ζ
ぱ
菖
゜
§
曇
割

一
一ズ
”

力
故
曇
尋
氏
ハ
四
支
％
ノ
「
テ
チ
ブ
：
ソ
」

｝チ

含有
ス
ル
「
ジ
ウ
レ
チ
ン
、
ク
ノ
ル
」
チ
禰
用
セ
リ

一
庭
方

「
ジ

ウ
レ
チ
ソ
、
タ
ノ
ル
」
五
、
・
毛
、
・
　
　

　

ハ

肝
藏
二
深
蕪
藏
的
障
害
三
；
智
得
ヘ
シ
蒜
三
　
　
馨
水
　
　
　
δ
。
、
。

二
四
年
以
來
§
二
撃
タ
”
三
者
三
藷
晋
三
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝　
　
　
　
　軍
舎
利
別
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
○

㌻
鷲
㍉
き
霞
⇔
い
遥
㌍
詩
竃
誤
㌻
與
：
ー
§
⊆
一

戸
腎
臓
ラ
ミ
働
垂
艮
ノ
利
尿
剃
う
實
地
上
奏
効
ノ
警

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
燥
セ

ル糞
便
中
三
支
覧
ノ
鉄
チ
書
シ
璽
嚢
、
「
へ
｝

｛
ナ

ル

藷
氏
養
験
二
由
テ
明
τ
警
－
讐
闇
警
二
こ
ご
嘉
6
蕪
ル
三
圭
う
嚢
病
曇
垂

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

（
抄

　録
）
　
必
魯
加
見
品
二
就
テ
○
「
ジ
ウ
レ
チ
ヅ
」
二
就
テ
○
萎
黄
病
二
於
タ
ル
「
ヘ
マ
チ
シ
」
及
鉄
ノ
排
泄
　
五
百
十
五



3
6

（
抄鎌
）
舌
乾
燥
症
二
「
ピ
ロ
カ
〃
ピ
X
O
「
エ
キ
サ
ル
ギ
ン
」
ノ
治
療
的
蟹
値
○
扁
桃
腺
炎
二
〇
梅
毒
性
薮
熱
五
百
十
⊥
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
璽

鷲
㍉
冷
顯
竃
繍
顯
叶
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

胃
粘
膜
ノ
毛
細
管
出
血
二
依
ル
者
ト
シ
之
レ
カ
爲
メ
ニ
漸
々
貧
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

輪
典
二

功旧
ル・
p
ニ
ム
ヘ
リ
、
僧
‥
一
±
借
一
況
ノ
鉄
ハ
○
、
ザ
血
ノ
「
ヘ
モ
ク

一

ビ
ソ

」
葵
警
血
液
ノ
四
立
方
仙
畿
ハ
嚢
病
患
蓋
液
…

｝

…
九
立
方
仙
迷
中
曇
ー
馨
・
・
ー
∴

司
゜
合
§
。
冨
声
゜
。
o
o
2
ρ
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
◎
裏
禁
三
ピ
・
カ
ル
ビ
ン
」

亘
8
『
③
づ
昆
ハ
強
甚
タ
〃
舌
乾
燥
症
≒
呂
・
カ
ル
巳
ヅ
L
O
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
〇

三
1
0
、
○
○
エ
ハ
チ
構
用
セ
リ
養
シ
此
藥
チ
與
フ
ル
洋
ハ
一

．

二
＋
四

時間
唾
液
ノ
分
泌
持
績
シ
ロ
中
二
一
種
爽
快
ノ
味
チ
豊

ス

然ζ
汗
腺
券
泌
ハ
別
二
充
進
姜
上
云
ヘ
リ
（
§
Φ
三

旨
己
゜
司
9
9
霧
合
5
戸
。
。
8
v
Z
芦
Φ
O
）

　
　◎
）
「
ヱ
キ
ザ
ル
ギ
ン
」
1
治
い
療
的
僧
パ
値

下
覧
・
艮
三
キ
サ
ル
ギ
シ
L
・
、
不
・
三
。
チ
亙

々
ノ
祠
経
病
ノ
ニ
十
四
「
フ
ァ
ル
」
二
反
復
シ
テ
用
ヒ
タ
リ
ト
錐
　

　
圧
只
僅
カ
ノ
蜴
合
ニ
ノ
ミ
効
ア
リ
シ
叉
往
々
歯
痛
二
用
へ
緩
解

　
セ
シ
寸
ア
リ
然
レ
疋
一
般
二
之
レ
チ
論
ス
ル
吝
ハ
禰
用
ス
ヘ
キ

藥
ニ
ア
ラ
ス
・
（
乞
菖
隅
目
Φ
合
゜
老
ゴ
合
8
二
゜
。
⑩
三
子
゜
⑤
。
▲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一

　
　
　
◎
烏
趣
廊
炎
二
く
の
．
p
汁
．
⊆
目
イ
一
．
己
。

国
昆
8
ロ
氏
ハ
甚
タ
多
数
ノ
扁
桃
腺
炎
患
者
二
蒜
黎
盧
丁
幾
チ

一

用
へ
非
常
∠
艮
効
チ
得
タ
リ
其
用
量
ハ
毎
三
時
四
ー
五
滴
チ
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
フ
ル
ニ
ア
リ
㎜
石
シ
悪
心
チ
催
』
ス
涛
ハ
』
毎
回
一
莫
爾
比
浬
…
○
、
○
〇
一

一　
｝
チ
加
フ
侃
［
シ
”
此
療
法
ハ
聚
病
‥
後
二
十
四
ー
一
二
十
エ
ハ
臨
村
ヨ
リ
一
初

　
ム
ヘ
シ
ト
（
≠
＜
°
］
目
Φ
声
゜
≠
司
o
否
プ
o
ロ
。
力
◎
げ
5
声
○
◎
⑩
O
“
2
『
．
⇔
O
ン
　
　
　
　
一

　
　
　
◎
梅毒
牲
薮
熱

町匡
■
憾
氏
ハ
九
歳
ノ
梅
毒
チ
有
ス
ル
一
男
子
、
三
1
1
間
激
熱
チ

　
｛
患
へ
同
∵
時
＝
頭
痛
嘔
吐
等
チ
聚
巳
ル
者
チ
診
シ
之
レ
ニ
規
尼
浬

　
チ
與
ヘ
シ
モ
効
ナ
ク
反
テ
沃
度
加
里
及
水
銀
チ
用
ヘ
シ
ニ
諸
症

速
二
治
癒
セ
シ
蒜
響
リ
氏
ハ
之
レ
チ
梅
毒
性
ノ
者
ト
ノ
巴



剖
断
セ
リ
（
ヨ
窪
胃
日
旦
ぎ
冨
9
。
ゴ
「
二
゜
。
S
w
呂
゜
°
。
中
）

　
　
　　
（
以
上
七
項
）
　
　
　
飯
森
蚕
太
郎
抄
録
　
　
｝

　
　
　
◎
坐魯
兇
ノ
皮
膚
病
二
於
ケ
ル
効
用

O
Q
置
塗
⊆
氏
ハ
五
十
％
ノ
「
ザ
・
ー
〃
軟
膏
チ
傳
染
性
イ
ム
ベ
ヂ

ー
ゴ
及
甚
タ
シ
ク
膿
チ
｝
分
泌
ス
ル
漫
…
疹
二
用
ヘ
テ
】
艮
効
チ
得
タ
　
一

一
茎
孝
富
ナ
〃
寄
生
牲
竃
二
亨
軟
蓼
欝
セ

　
リ　

炭
酸
加
里

　
　　
】
、
○
　
　
　
阿
列
布
油
　
　
一
〇
、
○

　

酸
化
亜
鉛
　
　
　
　
　
　
　　
　
澱
粉
　
　
　
各
一
五
、
○

　

ザ
ロー
ル
　
　
　
　
五
、
○
　
　
　
　
≡
槻
菅
ハ
　
　
　
　
　
　
エ
ハ
、
○

　
　
ラ
ノ
リ
ン
　
一
〇
〇
、
○

右
混
合軟
膏
ト
ズ
（
弓
げ
2
昌
Φ
艮
旨
8
器
げ
゜
】
°
。
o
P
Z
ρ
亡
）

　　◎黍
ノ
嚢
　
　
　
　
　
　
｛

乙
ロ
騨
巴
諭
己
氏
ハ
三
ー
山
ハ
〃
〃
ノ
「
メ
．
γ
ト
ー
〃
」
酒
‥
精
溶
液
チ
石
・
。
灰
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

酸或
ハ
水
楊
酸
溶
液
ヨ
リ
有
効
ナ
ル
者
ト
ノ
癌
痒
二
用
エ
タ
リ

叉
「
メ
ヅ
ト
ー
〃
」
ラ
ノ
リ
ソ
軟
膏
チ
圭
ト
ノ
老
人
癌
痒
二
禰
用

セ
リ
　
（
品
ぎ
『
砦
o
巳
゜
因
o
g
富
げ
」
。
。
O
P
房
ρ
㍊
）

　
　
　
◎風
生
病
ノ
療
法

σ
ロS
宮
戸
氏
ハ
陰
毛
轟
等
二
左
ノ
昇
乗
錯
チ
用
ヒ
テ
艮
効
チ
得

　
タ
リ

　
　
昇
工
水
　
　
一
、
○
　
　
　
　
　
酷
　
　
　
　
三
〇
〇
、
○

右
混和
患
所
二
塗
擦
ス
（
昌
①
日
需
9
旨
。
・
§
巨
屠
二
゜
】
。
。
8
）

　
　
　◎頑
ハ
固
ナ
ル
一
嘔
吐
｝
ノ
療
法

間
　
　
　
】
状
度
丁
幾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
山
ハ
⇔
洞

　
　
　

蒸
溜水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ハ
○
、
○

　

右
混和
毎
三
十
分
一
茶
ヒ
宛
用
フ

一②

　
結麗
阿
曹
篤
　
　
　
　
　
　
二
＋
渦

一
　
　
酷
酸
　
　
　
　
　
　
　
　
四
＋
滴

　
　
　
硫
酸
莫
見
比
混
　
　
　
　
　
　
　
○
、
一
二

ー
ー
°
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー
！
I
I
ー
ー
ー
一

（
抄録
）
坐
魯
兜
ノ
皮
膚
病
二
於
ケ
ル
効
用
○
癌
痒
ノ
療
法
○
風
生
病
ノ
病
法
○
頑
固
ナ
ル
嘔
吐
ノ
療
法
五
百
十
七



3
8

（　
　録
〉
　
比
氏
眼
療
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
　
八

　
　
　蒸禦
　
　
　
　
六
〇
、
〇
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
右
混和
毎
三
十
分
二
ー
三
茶
ヒ
宛
與
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
…

③　
石
炭
酸
　
　
　
　
　
　
　
　
一
滴
　
　
　
｝

　
　　
コ
ロ
、
ホ
ル
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ほ
胸

　
　
　
再飽
…
酒
精
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
摘

　
　
　
蒸鯉
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
右
混和
頓
服
ス
旬
効
ナ
キ
吝
ハ
再
ヒ
反
復
ス
之
レ
殊
二
亜
細

　
亜
虎
列刺
二
用
エ
テ
効
ア
リ

ω
妊婦
ノ
嘔
吐
ニ
ハ
左
方
チ
用
フ

　
　

㈲阿
片
丁
幾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
摘

一

　
　
　
臭
素
加
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
八

　
　
　

亜
括　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
、
○

　

右
混
合灌
腸
科
ト
ス

　
　㊥
一
修
酸
セ
リ
ユ
ム
　
　
　
　
○
、
エ
ハ
O
ー
○
、
入
O

　
右
一
日
三
回
分
服

　ω
摘
酸
コ
カ
イ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
○
、
四
二

　
　
蒸鯉
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
、
○

右
毎時
一
ー
二
食
ヒ
チ
與
フ
但
シ
眩
白
軍
チ
防
ク
爲
メ
三
暫
時

仰
臥
セ
シ
ム

　ゆ
法
侃
動
ウ
ィ
プ
リ
ニ
越
幾
斯
　
　
　
　
　
一
二
、
レ
㍗
一
丑

右
敷回
二
間
断
ナ
ク
與
フ
ひ
（
N
Φ
冨
。
巨
馨
芦
已
冨
日
憶
Φ
］
。
。
・
。
P

属
芦
一
）

　
　
　

（
以
上
四項
）
　
　
　
界
外
仙
史
　
抄
録

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
難　
　
録

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
｝

　
　◎
比
氏
鵬
療
術
　
　
（
第
五
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
員
　
　
寺
面
幸
作

結
膜
水濃
所
誓
二
豊
ト
シ
テ
鼻
ノ
局
所
誓
チ
行
二

ヘ

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

‘
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
－
ー
ー
・
1
ー
ー
l
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
l
f
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



3
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…
方

　
　
　
　
　
葱
竃
翼
チ
行
フ
前
ξ
洗
去
ス
ヘ
シ

　
　
　
　

沃
度

彷

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
○
、
五
　
　
　
　
　
之
二
反
ノ
從
來
人
！
好
ム
所
ノ
誘
導
法
郎
顯
纈
部
ノ
串
線
、
耳

　
　
　
　
ワ
ゼ
リ
ン
或
ラ
ノ
リ
ソ
　
　
一
〇
、
○
　
　
　
后
ノ
顎
泡
膏
及
水
蛭
ハ
全
ク
無
益
ニ
ノ
却
テ
害
ア
リ

眼瞼
ノ
灘
性
「
エ
ク
ツ
ェ
ー
マ
」
ニ
ハ
「
テ
ー
ル
」
塗
布
チ
以
テ
最
　
「
エ
ク
ッ
エ
マ
」
チ
獲
シ
且
不
快
ノ
后
聚
作
用
チ
ナ
ス
叉
如
此
患

昆
ト
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
ノ
血
液
チ
奪
ハ
シ
ヨ
リ
ハ
寧
ロ
楡
入
セ
シ
コ
ジ
願
ハ
シ
ケ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
銀
膏及
蓑
砦
膏
ヨ
リ
ナ
ル
前
額
軟
膏
ハ
「
庭
方
」
ト
ノ
見
〃
チ

　
　
　

方

｝
　
テ
↓
　
　
　
　
一
〇
、
○
　
　
得
ル
モ
治
癒
藥
ト
看
倣
ス
克
ハ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　概
括
ス
レ
ハ
結
膜
水
泡
ニ
ハ
局
所
薬
大
二
功
ア
リ
然
レ
圧
多
ク

　
　
　
毛
筆
チ
添
へ
與
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
｛
ノ
聲
師
中
古
昔
ノ
希
臓
的
又
ハ
猫
乙
的
法
チ
守
リ
テ
局
所
藥
チ

但
シ

眼
瞼
破裂
二
注
意
ノ
「
テ
ー
ル
」
チ
ノ
結
膜
嚢
内
二
入
ラ
サ

◆

ラ
シ
ム
ヘ
シ
而
ノ
通
常
隔
日
或
ハ
ニ
日
毎
二
塗
布
シ
新
鮮
表
皮
　
用
エ
ス
彼
不
確
實
且
緩
慢
ナ
ル
内
治
法
二
拘
泥
シ
之
而
己
チ
以

細
胞
層
ノ
聚
生
ズ
〃
二
至
ル
ヘ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
腺
病
性
眼
病
チ
治
療
ス
ル
者
ア
ル
ハ
實
二
嘆
ス
ヘ
キ
ノ
至
ナ

一躾
ス
“
眼
瞼
腺
炎
ニ
ハ
黄
襲
警
功
ア
リ
毎
夜
之
チ
眼
瞼
り
　
　
’
l
l
l
ー
　
　
　
　
一

（’

　録
）
比
氏
眼
療
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
十
九



（
雑

鎌
）
比
氏
縦
療
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
二
十

T 　
　

「
ガー
レ
シ
」
氏
モ
ユ
シ
グ
ケ
ソ
氏
等
ノ
如
ク
同
様
ノ
言
チ

　
　

…以
テ彼
ノ
剖
捌
シ
キ
眼
痛
二
阿
片
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
、
及
「
ヒ
ヨ

一
。

シ

ヤ
ム

ス

」
ノ
藩
ヨ
リ
他
三
曇
ア
ル
チ
麹
フ
ス
ノ
該

ニ
ジ
⊇
限
瞳
孔
散
大
等
チ
賠
サ
シ
．
”
庸
聲
議
早
チ

一素
ヨ
リ
患
者
眞
二
腺
病
性
ナ
ル
民
ハ
全
身
ノ
欺
態
二
着
目
ス
ヘ

シ然
レ
斥
必
ス
眼
炎
チ
治
ス
ル
「
チ
先
キ
ニ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ

眼炎
ハ
大
抵
入
日
乃
至
十
四
日
ニ
ノ
治
ス
〃
者
ナ
リ
眼
水
泡
チ

有
ス
〃
小
見
一
二
掴
庭
薬
チ
用
エ
ス
ノ
放
置
シ
只
腺
病
的
基
礎
ト

職
フ
如
キ
ハ
實
二
残
酷
…
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
シ
恐
ク
ハ
夏
季
海
永
浴

　
チ
行
フ
時
期
二
至
ル
マ
テ
荏
貰
ト
ノ
治
セ
サ
ル
ヘ
シ
「
フ
オ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ト
　
　
　
シ
　
　
　
ヤ
　
　
　
て
　
　
も
　
　
　
シ
　
　
　
ト
　
　
　
ぐ
　
　
　
も
　
　
　
シ
　
　
　
も
　
　
　
う

グ
レ
ー
プ
エ
」
氏
日
ク
「
眼
炎
ノ
「
迅
速
ナ
ル
治
癒
」
ハ
腺
病
チ
速

　
二
治
　
癒
セ
シ
ム
ル
最
附
紫
要
ノ
方
怯
ナ
リ
ト
芸
ユ
シ
｝
顔
面
ナ
水
中
二

浸
シ
或
ハ
開
瞼
嘉
チ
用
ユ
〃
チ
要
セ
ス
只
タ
冷
捲
法
、
「
ア
ト
ロ

　
巳
ソ
コ
カ
イ
ソ
液
鮎
眼
及
性
意
ノ
光
線
三
慣
々
寸
二
由
テ
差
明

蔭
』
ア
小
見
チ
ノ
戸
外
二
讃
引
チ
得
∋
シ
メ
ハ
善
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

一
ノ
螢
養
自
ラ
候
復
シ
來
ル
ヘ
シ
」

腺病
ノ
治
療
二
於
テ
ハ
新
鮮
室
氣
及
艮
好
ノ
滋
養
（
肉
食
）
其
圭

｝位
チ
舌
ム
然
レ
斥
此
事
タ
ル
ヤ
貧
民
杜
會
二
鋤
シ
實
行
ス
ル
寸

へ

一極
テ難
シ
鳴
呼
憐
ム
ヘ
ク
又
嘆
ス
ヘ
キ
ニ
非
ス
ヤ

牙
常
他
最
方
ス
ニ
欝
塞
冷
ノ
纏
ニ
ハ
肝
摯
麦
左

一

ノ
方
チ
用
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

…
　
沃
馨
利
別
　
四
、
。
乃
至
δ
、
・
　
｝

［　
　
　
軍
合
利
別
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
　
　
　
　
．

一

右
二才
乃
至
五
才
ノ
小
見
ニ
ハ
一
乃
至
二
回
宇
乃
至
一
茶
ヒ
チ

與
フ
ヘ
シ
「
プ
ル
ム
メ
ル
」
氏
粉
ハ
功
ナ
カ
ル
ヘ
シ
海
水
溶
（
海

濱
或
浴場
二
至
り
或
ハ
自
宅
二
於
テ
人
工
的
二
作
〃
）
深
キ
角

膜潰
瘍
チ
有
セ
廿
〃
患
者
ニ
ハ
勘
ム
ル
チ
得
ル
而
ノ
再
聚
チ
防
　

　
ク
ニ
ハ
實
二
功
ア
リ
L

腺
病
性
眼病
ノ
治
療
ハ
多
ク
ノ
醤
師
ノ
考
フ
ル
如
ク
債
直
ナ
キ
…

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’



侃
　 一

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
l
　
　
　
　
l
l
ー

一者二
非
ス
此
病
二
由
テ
盲
人
ト
ナ
リ
シ
者
「
ザ
ク
ゼ
ン
」
ノ
盲
唖

一院内
兵
％
存
シ
叉
辰
チ
失
フ
三
曇
ハ
外
來
嚢
ノ
中

数多
ア
リ
ト
難
斥
比
氏
ヵ
数
年
問
々
八
千
人
ノ
外
來
患
者
チ
取

扱
ヒ
シ
カ
早
ク
治
療
チ
受
ケ
正
シ
ク
馨
＾
命
チ
守
リ
又
三
馨
ハ
経

験
三
由
テ
得
タ
ル
救
助
法
チ
用
エ
シ
ニ
拘
ラ
ス
盲
ト
ナ
リ
シ
眼

ハ
只
一
個
ア
ル
ノ
ミ
　
　
　
　
　
　
（
大
尾
）

本
倉
　
記
　
事

曾員
淺
池
葦
吉
君
逝
突

竃
舗
購
鷲
鯵
“
コ
竃
ぷ

一
蟹
な
6
永
々
藻
病
院
に
入
ウ
治
療
に
手
を
渠
蓋
し
『

天
数は
い
か
て
か
藥
石
を
…
以
て
曲
け
得
へ
き
、
帆
逐
に
去
月
廿
四

に
、
四
＋
一
歳
竺
期
芒
薫
蔓
易
へ
ら
れ
だ
0
余
警

誓
璽
大
書
し
て
諸
書
共
に
着
の
意
裏
せ
ん
ε
す
　

㌫蓑
哉
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
◎穿
十
七
回
常
集
倉

一

去月
十
八
日
同
曾
を
第
四
高
等
中
學
校
讐
學
部
に
於
て
開
會
せ

一
｝ク
、
雷
日
は
秋
霧
罪
々
巴
し
て
降
ク
、
爲
め
に
會
員
の
出
揃
遅
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ー
し
『
、
割
合
に
出
席
者
㌘
し
て
、
讃
三
＋
七
名
を
亙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

「ふ
、
席
蜜
る
や
左
の
演
説
あ
▲
畠
曾
せ
し
は
午
後
五
壁

一牛

頃
な
－
し
、
…
…
…
…
｝

簿
鵯
鐘
…
誤
璽
パ
ぎ
…

一等
伍
チ
同
フ
セ
サ
ル
チ
得
サ
ル
ヤ
論
曇
ル
ナ
リ
、
吾
≡

二倉
禦
巌
ノ
品
格
チ
肩
ナ
ラ
シ
メ
ー
務
ム
ル
≡

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
本
曾
記事
）
獺
十
必
回
常
集
曾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
一



4
2

｛
本
會
記事
）
　
第
十
七
回
常
集
會

五
百
二
十
二

し
　
．
1

ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
ニ

ァ
ラ
ス
ヤ
去
レ
ハ
此
一
喬
ノ
ミ
ニ
テ
モ
分
業
ノ
必
要
ナ
ル
チ

テ
H
々
其
糞
便
チ
試
験
シ
透
二
弟
扶
斯
「
バ
チ
〃
ズ
」
チ
蚕
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
知
ル
魂
ソ
ヤ
他
二
多
ク
ノ
分
業
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
原
因
ア
ル
…
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
於
テ
チ
ヤ
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

タ

ル聯テ
廿
六
「
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
」
チ
ニ
小
サ
レ
旬
ホ
培
養
試
験
ノ
キ
ハ
次
回
ご
報
告
ス
ル
旨
チ
約
シ
演
壇
チ
降
ラ
〃

一
●
第
二
席
嚢
道
（
廠
軸
和
麗
劃
酊
緊
叉
ヂ
河
空
…
●
第
四
席
飯
森
釜
太
郎
（
∪
⊃
　
O
　
O
O
　
O
O
　
O
O
　
O
　
O
　
O
組
織
學
的
賑
管
…
旺
入
料
ノ
追
加
）

及
當
聯隊
ノ
兵
卒
ニ
ハ
比
例
的
多
ク
ノ
一
種
ノ
定
型
チ
有
ス
〃
…
一
注
入
料
ノ
製
怯
チ
細
逮
シ
且
其
「
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
」
二
牧
チ
鏡
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　

寸
チ
述
へ
終
リ
ニ
氏
力
城
外
ノ
壕
水
ヨ
リ
得
タ
ル
「
バ
チ
ル
ス
」
＝
蕗
シ
會
員
二
架
二
供
セ
リ

ノ
培
讃
警
爲
ζ
ル
盛
チ
報
シ
其
フ
レ
パ
ー
L
三
・
第
五
席
池
鶏
藏
（
（
）
（
）
O
O
O
O
∩
）
O
特
巖
性
酷
朋
炎
ノ
實
ハ
験
）

枚
チ
鏡
下
哀
シ
實
三
ホ
サ
レ
タ
リ
債
ホ
詳
細
ハ
本
號
二
』
先
ッ
蓼
ノ
原
因
症
候
チ
略
述
シ
丞
ア
氏
力
外
科
部
垂
ア
實

弟
扶
斯
ナ
ル
語
蕎
國
一
磐
蓮
用
ス
ル
言
ナ
ー
－
讐
其
國
三
董
ハ
席
岡
田
剛
吉
（
忽
性
卿
劃
敷
「
釦
碧
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ニ依
テ
意
味
チ
異
ニ
ス
ル
丁
チ
説
キ
濁
英
二
就
テ
其
例
讃
チ
掲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
チ
ン
」
）

一
夕

次
テ

原
因
霧
リ
目
下
氏
ノ
禽
力
該
病
二
罹
フ
レ
シ
チ
以
言
月
葵
警
於
テ
手
術
セ
一
フ
レ
タ
〃
多
房
性
卵
糞
慧
者

ー
l
l
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
ー
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
）
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
ー
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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一小森
テづ
既
牲
症
・
現
症
・
手
術
ノ
順
備
術
式
及
ヒ
舞
竺

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

゜

過
ノ
善
艮
ナ
リ
シ
寸
チ
述
へ
手
術
二
由
テ
得
タ
ル
嚢
腫
テ
會
員
一

　
二
示
シ
且
ッ
日
ク
…
・
…
…
卵
集
嚢
腫
摘
出
術
ハ
恐
ル
ヘ
キ
者
二

元
ラ
ス
警
容
易
ナ
”
手
術
芸
フ
ヘ
シ
故
一
該
患
者
蓬
竺

ス

ル時
ハ
務
メ
テ
手
術
ノ
勧
誘
二
息
ル
勿
レ
…
・
…
ト

其
他山
田
謙
治
氏
ノ
趣
考
二
係
ル
産
科
器
械
提
帯
器
ノ
輕
便
ナ

　
〃
者
チ
會
員
二
示
セ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
◎
會員
動
静

　●
會員
藤
彌
博
氏
　
は
初
昨
郡
初
咋
町
コ
百
二
十
九
番
地
へ
韓

｝
宅
せ

ら
れ
7

パ

一
●
會
員
中
山
久
作
氏
　
は
今
回
敏
夫
ピ
改
名
せ
ら
れ
た
ク

O會員
川
瀬
泰
輔
氏
　
は
本
市
味
噌
藏
町
中
丁
六
番
地
へ
移
韓

せら
れ
た
0

●
會
員
高
安
右
人
氏
　
は
本
市
味
噌
藏
町
下
中
町
九
十
二
番
地

　
へ
移
轄
せ
ら
れ
た
ウ

●
會
員
中
村
文
雄
氏
　
は
此
程
醤
藥
分
業
の
不
可
な
る
圭
意
に

一て
一
編
の
書
を
寄
せ
ら
れ
し
も
饒
白
な
き
を
以
て
此
に
略
す

　

一●
學生
會
員
諸
氏
の
多
数
ぱ
愈
々
來
る
一
月
十
二
日
よ
φ
卒
業

一試
問
施
行
せ
ら
る
〕
に
付
目
下
書
夜
を
分
た
す
非
常
に
勉
噺
せ

ち
る
主
由
余
輩
は
只
諸
君
か
此
大
關
門
を
難
な
く
通
過
せ
ら
れ

ん
事
を
所
る

　
　
　
◎薪
入
含
員

一

一讃
市
高
岡
町
　
量
士
森
有
道
君

　
　
　
◎
寄
贈
金員

　
一
金
三
圓
也
　
　
　
會
員
　

田
中
信
吾
君

　　　。藁
竃
　
　
　
　
　
一

裁剣
警
學
會
雑
誌
　
　
　
　
第
三
十
三
、
四
號
　
同
　
會
　
　
一

熊
本
讐
學
會
雑
誌
　
　
　
　
第
四
十
八
號
　
　
　
同
　
會

一京
都
讐學
會
雑
誌
　
　
　
　
第
三
十
三
號
　
　
　
同
　
會

（
本倉
記
事
）
會
員
動
静
○
新
入
倉
員
○
寄
期
金
．
員
○
寄
贈
書
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
三
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幻H
ま
ぱ
そ
ス

（
維

報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
四

へ

一國政
醤
學
會
雑
誌
　
　
　
　
第
四
十
二
號
　
　
　
同
　
會

北
越
醤
會
々
報
　
　
第
三
十
一
號
　
同
會

管
〔
地
ぱ
偶
報
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
ム
ハ
　
號
　
　
　
　
同
　
祉

一大
坂
興
讐
學
冠
月
報
　
第
二
＋
一
號
　
同
杜

晩
近
外
斜
學
倉
報
告

　
　
　第
十
九
號
　
　
　
同
　
會

鱒
讃
蓼
曾
羅
第
二
＋
六
號
　
同
會

勇
¢｝北竃
璽
講
談
會
月
報
筆
九
護
同
會

｝　
　
1
ー
　
　
ー
　
　
ー
　
－
－
ー
‘
…
、
　
ー

一

　

一
以て
穫
布
せ
ら
れ
た
る
文
部
省
直
轄
県
校
官
制
中
、
高
等
中
學

恕
毅
竃
誘
卵
舗

一
各
校
に

職員
の
敷
を
定
め
ら
れ
拠
る
に
あ
ク
我
第
四
高
等
中
學

一

｛
●高
等
中
學
校
制
　
　
　
　
去
月
十
五
日
勅
令
第
二
十
三
號
を

｝

校
の

定員
は
教
授
二
十
九
人
助
激
授
二
十
七
人
書
記
入
名
な
ク

9
…
蔀
令
　
　
右
改
正
の
爲
め
去
月
十
五
日
第
四
高
等
中
學
校
教

諭
兼
讐
學部
長
木
村
孝
歳
氏
は
敷
授
兼
聲
學
部
圭
事
に
同
激
諭

黒
柳精
一
郎
、
山
田
謙
治
、
有
松
戒
三
、
高
安
右
人
、
川
瀬
泰
輔
、

納
富
嘉博
、
村
山
長
之
助
、
の
諸
氏
は
教
授
に
助
敷
諭
谷
中
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

一勝
、
田
中
正
鐸
、
岸
誓
堤
從
清
、
ま
欝
郎
の
藷
は
助
激

授に
任
せ
ら
れ
泥
ウ

一曇
§
誓
瞼
科
　
食
苦
田
量
部
旨
學
生
を
し

三
殊
に
國
政
馨
學
を
研
究
、
熟
煉
せ
し
む
る
目
的
に
て
欝
裁
一

一3
6
麟
學
實
験
科
な
る
者
を
設
け
ら
れ
た
0
今
其
成
立
を
聞
く
に

瞼
屍
及
裁
3
0
上
に
關
し
讐
師
の
鑑
定
を
要
す
る
事
件
は
一
切
該

科
に
於
て
引
受
る
董
歪
學
生
二
名
乃
至
五
名
を
委
員
の
助
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

鷲
賠
か
研
究
竃
註
鷲
竃
讃
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

験
委塁
曇
中
曜
義
ぽ
曄
虞
ぼ
ぽ
匡
ほ
」
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5 可

委
員
を
命
せ
ら
れ
膓
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

●
穆
生
の
宿
直
　
　
豫
て
報
導
せ
し
如
く
讐
學
部
生
徒
四
年
生
一

以

上は
實
地
研
究
の
爲
め
愈
々
去
月
十
五
日
よ
ウ
阜
用
患
者
の

一
宿
直
を
初
め
た
ク

●

聲
術
開

業
試
瞼

　
　
明治
廿
四
年
第
一
同
醤
術
開
業
試
は
左

の箇
所
に
於
て
開
設
す
る
旨
去
月
二
十
五
H
の
官
報
を
以
て
公

　
東
京

（
四

月
吉
）
長
竺
四
月
＋
吾
）

…
一

叉
薬
剃師
開
業
試
験
の
場
所
は
左
の
如
し

　
　

東
京

（
五月
廿
日
）
　
大
坂
（
五
月
廿
五
日
）

●
第
三
回
卒
業
試
験
　
　
常
馨
學
部
第
三
回
卒
業
試
験
は
愈
々

明
治

廿
四年
一
月
＋
二
日
よ
う
初
む
る
由
に
て
受
験
者
は
三
崎

｛
玉
三森
亮
藤
木
塵
・
、
山
崎
秋
竃
、
璽
榮
五
郎
璽
伊

［
之
士
・
輪
違
一
郎
甕
男
、
相
澤
新
五
郎
、
生
駒
廣
囹
遵

一
奪
ら
れ
㌃

一
京轡
吾
吾
）

＋

老
な
皇
　
　
　
　
　
　
＝

顧
萱
東
京
）
覆
塁
。
（
東
京
）
太
果
夫
石
川
）
曇
蓼

㌫
（
山
。
）
富
織
星
東
京
）
千
葉
彌
一
邸
千
葉
）
の
七
氏
琴

薦
ー
止
石
川
郡
ー
美
ー
崖
…

看
警
夢
璽
長
崎
薔
・
山
日
・
佐
賀
熊
黍
の
虎
列

拉
流
行
地よ
ウ
入
湊
す
る
鼎
舶
捻
査
せ
し
か
目
下
病
勢
減
退
に

來
吉
、
出
業
郎
、
藁
四
讃
柔
城
墾
契
郎
、
野
一

頂
武
三
郎
、
響
癸
郎
、
欝
外
男
、
篇
大
作
、
河
合
久
、
米

村吉
三
郎
、
竹
本
和
太
郎
、
濱
田
芳
太
郎
、
鶴
見
金
十
郎
、
廣
野
一

誠
一
郎
・
新
嬰
三
郎
・
藁
昭
ぶ
森
三
郎
、
正
見
伊
三
郎
の
三

｝

一
●§
杢
科
卒
業
欝
科
大
學
巖
生
山
縣
四
郎
（
東
京
）
三

一

一畢
讃
に
及
第
し
箪
蓼
棄
せ
ら
琴

能
美
饗
宅
、
頒
昨
郡
福
捕
、
珠
洲
郡
小
木
の
六
警
は
晃
遥

濡
の

二
症を
爺
ね
た
る
患
者
の
屈
出
方
も
同
時
に
康
止
せ
0
｝

1
　
　
　
　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
l
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

付
き
去
月
芸
圓
限
ク
之
れ
を
廃
止
せ
ク
毒
師
に
於
て
』

（
雑　
報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
五
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眼盟
（雑
報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
⊥
ハ

●

馨
術開
業
試
験
及
第
者
　
　
　
本
年
第
二
回
東
京
暦
術
開
業

試験
に
及
第
せ
し
者
は
前
期
二
十
一
人
后
期
二
十
五
人
な
ク

ピ
●嘱
托
　
　
第
四
高
等
中
學
校
致
授
ム
ー
井
省
三
氏
は
去
月
十
二

圓
聲
學
部
嘱
托
激
員
を
命
せ
ら
れ
た
ウ

●虎
列
刺
治
療
法
試
験
馨
の
振
出
　
　
日
今
小
亜
細
亜
地
方
に

虎
列刺
流
行
せ
る
を
以
て
該
患
者
に
劉
し
効
あ
う
巴
禰
す
る

「
フ

ェ

ルー
フ
、
ス
ム
ブ
ル
」
草
の
効
瞼
如
何
を
試
む
る
爲
め
露
國

政
府は
特
に
馨
員
数
名
を
添
出
せ
ウ
但
し
該
草
は
達
爾
給
斯
丹

地
方
に

産し
刺
戟
性
を
有
す
る
者
に
し
て
痙
攣
を
鎭
制
す
る
特

効あ
0
其
搾
汁
は
苦
味
甚
し
巴
（
官
報
）

●
津
田
惇
氏
逝
く
　
　
奮
石
川
縣
金
澤
醤
學
校
卒
業
生
津
田
淳

氏は
大
坂
千
島
避
病
院
奉
職
中
虎
列
刺
に
罹
ク
去
月
十
七
日
死

亡

せら
れ
た
り
氏
の
如
き
は
能
く
其
職
務
を
糧
し
た
る
者
ピ
云

一
ふ
へ
し

●
大
日
本
金
澤
製
蘂
合
資
會
杜
　
　
當
市
の
蘂
舖
小
泉
作
卒
、
石

一見
谷
伊
兵
衛
等
の
諸
氏
褒
企
人
ピ
な
う
今
度
題
名
の
如
き
會
祉

一
…を
設
立
し
専
ら
讐
藥
、
工
業
藥
の
精
製
、
及
ひ
調
剖
、
化
學
的
の

　

　
分振
、
衛
生
上
の
試
瞼
な
巴
の
依
頼
に
隠
し
傍
ら
藥
品
の
頁
買

一
一

を
も
な
す
由
又
た
藤
川
次
郎
、
渡
藩
爲
三
郎
の
二
氏
は
同
杜
の

技師
た
る
約
整
ひ
し
巴
云
ふ

…㊧
秋期
大
蓮
動
曾
　
　
去
月
廿
五
日
讐
『
學
部
學
生
一
同
は
城
南

　

　大
乗寺
山
に
於
て
秋
期
大
蓮
動
會
を
催
せ
り
當
日
は
前
日
來
の

『
天
に
引
換
へ
小
春
の
室
イ
蓮
か
に
遭
一
片
の
警
へ
な

　
一

き
程
の
好
天
氣
な
れ
は
來
曾
者
ハ
午
前
九
時
頃
よ
ク
績
々
巴
し

　
一

て
蓮
動
場
に
趣
き
定
刻
迄
に
は
線
数
百
八
十
愈
名
の
多
き
に
達

一

一
せ
6
預
て
用
意
せ
し
如
く
山
頂
に
は
警
を
打
張
ク
て
休
憩
所

に

充て
其
前
後
を
以
て
蓮
動
場
巴
せ
り
聴
て
第
一
撃
析
を
報
す

る
や
卒
地
競
走
を
初
む
先
っ
競
走
者
を
分
て
二
＋
五
人
一
組
巴

1
ー
ー
ー
1
ー
ー
　
ー
ー
‖
イ
‘
～
1
ー
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
ー
l
l
－
1
ー
ー
ー
1
ー
～
ー
ー
ー
ー
ー
ー
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ー
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な
し
凡
そ
五
六
丁
を
隔
て
た
る
旗
を
取
ら
し
め
其
第
一
及
第
二

先
着
者
に賞
品
を
與
ム
る
な
ク
之
れ
を
初
め
已
し
一
脚
競
争
、

襲
略
競走
、
優
等
者
牛
地
競
走
、
非
常
襲
賂
競
走
繋
剣
、
角
力
等

あ
δ
執
れ
も
日
頃
の
手
並
（
足
並
を
も
）
を
顯
せ
し
時
な
巴
は
縦

令
迅

足
の名
を
得
た
る
載
宗
、
剣
法
の
奥
義
を
極
め
た
る
柳
生

…

但馬
守
、
力
量
を
以
て
鳴
ウ
し
野
見
宿
彌
等
か
蘇
生
す
已
も
、

一い
かて
か
之
れ
に
優
る
へ
き
・
殊
罪
蓮
略
拙
跳
走
の
如
き
は

一
警
に
暑
・
九
郎
蓑
か
璽
の
瞼
を
降
ウ
し
讃
憲
ひ

　
出
て
三
段
の
興
を
副
へ
『
右
終
ウ
ィ
．
高
へ
酒
竃
配
ク

言
し
累
ク
蔓
同
日
競
走
先
着
護
し
て
賞
品
を
管
る
々

一

＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｝
各
十
二
分
の

歎を
藩
し
散
會
せ
し
は
己
に
大
陽
の
地
卒
線
下
に

…＋五
氏

な
ク
　
　
　
　
　
な
し
散
曾
せ
し
は
午
後
六
時
頃
な
－
し
巴
　
　
一

兀
會
頭
の
撰
翠
競
宇
今
度
東
京
醤
會
の
正
副
會
頭
撰
翠
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　・
藍
綬章
下
賜
　
欝
奨
學
教
頭
大
灘
二
昏
第
一
二
河
．
｛

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

葺
て
は
目
醒
し
き
馨
あ
ウ
し
由
に
て
歪
涙
は
官
臭
幕
幻

｝さ
る
佐
々
木
東
洋
、
長
谷
川
泰
の
南
氏
を
正
副
會
頭
に
翠
け
ん

…巴
し
役
人
孤
に
は
三
宅
秀
氏
を
會
頭
に
矯
本
綱
常
氏
を
副
會
頭
…

言
か
き
吾
を
¶
曇
に
讃
の
勝
利
亘

一ク
役
人
添
は
散
々
敗
北
せ
ク
ピ
奈
何
に
競
争
の
世
の
中
な
ク
巴
｝

で
醤
婁
て
之
れ
を
及
す
　
…
　
　
｛

●
分
列
式
　
本
旦
二
日
は
天
長
節
に
付
き
祝
意
を
表
せ
ん
か

万
め
鐙
部
學
生
は
本
部
生
讐
共
篇
棲
操
場
に
於
易

看
を
行
ひ
後
ち
禦
髪
竃
塁
下
の
萬
歳
を
説
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

奉ウ
午
前
十
一
時
頃
散
校
せ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
雑
　報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
七



（
維

　報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
顕
■
■
■
1
！

の

一
勘
業
博
貿
會
の
審
査
委
員
巴
な
う
周
到
、
綿
密
に
能
く
其
職
務
　

ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｛
を
羨
せ
し
廉
を
以
て
去
る
四
日
赦
定
の
藍
綬
章
を
下
賜
さ
れ
た

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

丁
三
尚
竃
校
閨
墾
佐
藤
能
之
助
塁

…乳井
廉
（
秋
田
）
内
田
卓
爾
（
長
野
）
根
本
雄
吉
（
秋
田
）
小
日
高
文
．

一

丁
裏
）
大
内
尖
（
同
）
の
六
氏
篇
馨
學
部
の
曇
試
問
ド

　

い
及
第
し
閨
全
科
を
卒
業
せ
ら
れ
た
ウ

一
曇
術
開
業
試
瞼
委
員
長
の
交
迭
去
る
三
長
奥
専
齊
氏
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一は
願
に
依
ク
馨
術
開
業
試
験
委
員
長
を
免
せ
ら
れ
三
宅
秀
氏
之
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　一

れ
か
後
任巴
な
れ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

●傳
染
病
豫
防
消
毒
心
得
書
今
般
内
務
省
に
於
て
…

定め
ら
れ
た
る
同
心
得
書
中
総
則
及
虎
列
刺
の
部
は
本
誌
第
十
…

二及
十
三
號
に
掲
け
た
れ
は
以
下
腸
弟
扶
斯
の
部
よ
ク
掲
載
す
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

へし
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

｛
　
腸
弟
扶
斯
　
　
　
　
　
　
　
…

腸
弟
扶
斯
ハ
其
病
毒
専
ラ
患
者
ノ
潟
下
物
中
二
舎
り
「
コ
レ
ラ
一

ハ
却
テ
虎
列
刺
ヨ
リ
甚
タ
シ
藷
ア
ラ
ン
よ
故
二
本
病
流
狂

ノ
兆
ア
ル
曇
リ
テ
ハ
速
二
充
分
ノ
カ
チ
書
シ
テ
護
シ
併
竺
．

テ
第
ニ
ノ
流
行
チ
豫
望
ソ
コ
ト
惹
ル
ナ
カ
ラ
ソ
享
要
ス
一

第
篠
墨
扶
饗
ハ
之
レ
ニ
疑
似
曇
性
患
者
ア
象
…

　
二
於
テ
ハ
左
ノ
豫
防
〃
法
チ
守
ル
テ
亜
《
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ー
　
　
ー
ー
　
　
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

（
一
）馨
ノ
居
警
ハ
鴛
ノ
交
蓼
絶
ッ
コ
　
　
｝

（三
患
霞
宅
二
於
テ
董
馨
病
行
届
キ
讐
．
モ
ノ
及
患
亙

　
若
ク

ハ家
人
ノ
望
二
依
リ
テ
ハ
避
病
院
或
ハ
適
當
ノ
家
屋
二

移
シ
テ
治
療
チ
受
ケ
シ
ム
ル
コ
ト

（三
）
患
者
ノ
居
室
ハ
常
二
掃
除
シ
テ
清
潔
ナ
ラ
シ
メ
噺
エ
ス
一

（

甦
氣
霧
鰹
磐
五
ハ
人
チ
竃
ク
コ
L
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（五
）
患
者
用
ノ
便
器
ニ
ハ
蓋
覆
チ
具
へ
且
ッ
滲
漏
ノ
虞
ナ
キ

　　
モ
ノ
チ
選
ミ
豫
メ
之
二
適
宜
ノ
石
灰
乳
又
ハ
生
石
灰
若
ク
ハ

　

石
炭
酸
水
チ
入
レ
置
キ
糞
便
チ
承
ケ
タ
ル
後
ハ
更
二
前
記
ノ

　

滑
毒藥
チ
灌
キ
所
定
ノ
便
所
二
移
ス
コ
ト

一

（山ハ
）
　患者
ノ
L
⊥
リ
タ
ル
便
所
ニ
ハ
少
ク
モ
浩
異
佃
（
旦
銀
十
｝
分
一
ノ

　

石
灰
乳
五
十分
一
ノ
生
石
灰
若
ク
ハ
五
分
一
ノ
石
炭
酸
水
チ

　
灌
キ
（
成
ル
ヘ
ク
能
ク
撹
絆
ス
ヘ
シ
）
爾
後
患
者
ノ
上
ル
毎
二

一
　
前
記
ノ
滑
…
毒
藥
チ
灌
ク
コ
ト

一

（七
）
患
者
ノ
用
ヒ
タ
ル
衣
服
、
臥
具
、
敷
物
、
飲
食
器
其
他
看

　

病人
ノ
衣
服
等
総
テ
患
者
ノ
糞
便
二
汚
染
シ
又
ハ
汚
染
シ
タ

二
竃
籠
誘
き
難
噸
議
、

一
（
九
｝
　
説
有
病
八
ハ
ハ
改
ハ
衣
服
チ
虫
活
者
ノ
器
異
便
二
伽
胸
レ
サ
ル
襟
注
ぷ
芯

　
　
シ
且
ッ
其
糞
便
及
ヒ
之
二
汚
染
セ
ル
物
品
チ
取
扱
ヒ
タ
ル
ト

　
キ
ハ
直
二
石
炭
酸
水
叉
ハ
昇
采
水
ニ
テ
手
チ
洗
ヒ
更
二
●
水

籍
恥
高
フ
ス
〃
賓
特
二
霧
二
性
蒙

　　
ル
疑
ア
ル
モ
ノ
ハ
之
ナ
取
纒
メ
適
當
ノ
容
器
二
入
レ
置
キ
滑

一
　
毒
法
チ
行
フ
コ
ト

一（入
）
患
者
ノ
身
髄
棄
便
及
ヒ
之
毒
染
元
モ
ノ
ニ
蚊
緬

一　
料水
ハ
必
ス
爽
沸
セ
サ
レ
ハ
之
チ
用
ピ
サ
ル
コ
ト

「第
二
條
　
腸
窒
扶
私
聚
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
病
家
近
傍
ノ
各
家
共

｝
｝
同
シ
テ
左
ノ
豫
防
法
チ
守
ル
チ
要
ス
但
衛
生
組
合
ノ
設
ヶ
ア

　

　
ル

地方
二
於
テ
ハ
衛
生
組
合
長
二
於
テ
其
豫
防
法
チ
各
家
二

「

　告
・
知
ス
〃
チ
要
ス

＝
一
）
患
者
ア
豪
歳
〃
ヘ
ク
交
通
テ
爲
サ
、
ル
コ
ト

「三
）
病
家
ノ
井
水
チ
他
家
二
於
テ
共
用
セ
サ
ζ
ト
但
シ
己

…　
ム

チ
得
サ
ル
ト
キ
ハ
養
沸
シ
テ
後
之
チ
用
フ
ル
コ
ト

一

（三
）
芥
溜
チ
播
除
シ
病
家
ヨ
・
リ
流
ル
・
下
氷
ノ
溢
流
滲
潤
チ

　
防
キ
且
ッ
下
水
溝
ノ
破
損
セ
ル
モ
ノ
ハ
速
二
之
チ
改
修
ス
ル
一

一
　
　
コ
　
ト

｝

麺
鞠顯
織
軽
璽
彩
㌶
溺
…
㍉
速
二

　
醤
師
ノ
治
療
チ
受
ク
ル
コ
ト

第
三
條
　
腸
窒
扶
私
患
者
績
々
蚕
生
ス
ル
ト
キ
ハ
其
市
町
村
二

　

於
テ

ハ左
ノ
法
隊
防
法
チ
施
一
打
ス
ル
チ
要
ス

（
一
）
　
芥
溜
チ掃
除
シ
下
水
チ
竣
漂
シ
破
損
セ
ル
井
日
’
ハ
之
チ

　
改
修
ス
ル
等
一
般
二
清
潔
法
チ
施
行
ス
ル
コ
ト

（二
）
路
傍
便
所
及
ヒ
共
同
便
所
ニ
ハ
日
々
石
灰
叉
ハ
石
灰
乳

　
　
チ
撒
布
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
雑
　報
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
二
十
九
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
百
三
十

5
3

織
　
　
遮
　
…
…

≡ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
病
性
大
二
腸
窒
扶
私
ト
類
似
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
故

　
ニ
シ
テ
明
治
＋
三
年
以
來
十
年
間
ノ
患
者
敷
殆
ト
ニ
十
万
ノ
多

　
キ
ニ
及
ヒ
殊
二
九
州
四
國
ノ
諸
縣
ノ
如
キ
ハ
年
一
年
一
一
流
行
ノ

・
流
行
性
§
ひ
拳
流
行
性
戚
　
一
警
襲

南
氏常
撰
せ
ク
後
常
會
を
開
き
上
杉
寛
二
、
中
村
順
次
等
諸
氏

の

演

説あ
ク
終
ク
て
食
物
調
理
法
の
實
験
を
な
せ
し
ピ
云
ふ

・

衛
生餐
術
開
藷
駿
皐
に
入
る
璽
學
の
該
試
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
璽
皐
に
入
る
置
警
耳
に
す
る
曇
る
か
本
月
晋
内
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

務省
に
於
て
開
會
せ
し
中
央
衛
生
會
の
決
議
に
依
て
愈
〕
試
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

課目
中
に
入
る
ま
事
ピ
な
れ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

せ
し
か
近
讃
ひ
流
行
し
當
藁
師
墾
校
塁
從
の
如
き
訂

謡
蛯
＋
五
名
罹
病
せ
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